
～高さ約20ｍの吹き抜け空間となるアトリウムが姿を現しました～

発 ⾏︓横浜市総務局新市庁舎整備担当、建築局新市庁舎整備担当
作成編集協⼒ ︓⽵中・⻄松建設共同企業体

令和元年９⽉

第９号

建物の完成に向けて各棟では内装・設備工事が、屋外では外構工事が急ピッチで進められて
います。



アトリウムの計画

賑わいと活⼒を創出する低層部の核となる空間
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アトリウム北側からの眺め

市⺠の憩いの場となるアトリウムは、横浜アイランドタワーと⾏政棟との間に配
置され、地下鉄⾺⾞道駅の地下２階からエスカレーターで直接アトリウムにアクセ
スできます。また、アトリウムから⼤岡川の⽔辺まで空間が連続しており、低層部
の核となります。

アトリウム南側からの眺め

アトリウムには270インチの⼤
型モニターを設置しており、パ
ブリックビューイングでは迫⼒
満点のスポーツ観戦などが楽し
めます。また、イベント⽤の横
断幕を掲げることができるバト
ンや、ハイスペックな⾳響・照
明機材を揃えています。

アトリウムは1階から3階まで吹
き抜けており、晴れた⽇にはガラ
ス張りの天井や壁から光がそそぐ
開放的な空間となっています。
また、２、3階からも、アトリウ
ムで開催されるイベントを⾒るこ
とができます。
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アトリウムの施⼯⽅法

アトリウムの⾜場は「枠組み⾜場受け⼯法」

屋根トラス

本柱

③内外周⾜場および棚⾜場にて天井を施⼯

外周⾜場

内周⾜場

棚⾜場

①枠組み⾜場を床に設置

エスカレーター

跳ね出しスラブ

④⾜場を解体し、施⼯完了

⾜場の組⽴て 本柱の設置 棚⾜場（屋根トラス下部）

アトリウムの屋根や柱は「枠組み⾜場受け⼯法」で⾜場を組んで施⼯しています。
枠組み⾜場を床に設置し、屋根や柱を施⼯した後、棚⾜場を組んで天井を施⼯して
いきます。
現場では、⼯事が進み、内外の⾜場が⼀部解体され、アトリウムの全貌が⾒えつ

つあります。

枠組み⾜場

注）本⼿順図は⼯法をわかりやすく説明するため、⼀部省略しており実際の施⼯とは異なる部分があります。

②本柱、屋根トラス組⽴て

天井



ｖ

■施⼯状況写真①

建物全景（北東側より）



ｖ

■施⼯状況写真②

アトリウム棟外観（南⾯）

議会棟外部⾜場解体



※逆打工法・・・１階先行床先に施工すること
で、地下と地上工事を同時に施工する工法で
す。１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

８⽉に受電しました

令和元年８⽉８⽇に建物が無事に受電しました。当⽇は電気主任技術者の合図
とともに受電が開始され、特別⾼圧盤、⾼圧盤、低圧盤へと順々に電気が流れ、
最後は電気室に灯りがともりました。

～お問い合わせ窓口～
横浜市総務局総務部管理課新市庁舎整備担当

建築局公共建築部施設整備課新市庁舎整備担当
〒231‐8315 横浜市中区本町6‐50‐1横浜アイランドタワー17階
E‐mail：so‐chosyaplan@city.yokohama.jp TEL：045‐633‐3912 FAX：045‐664‐2501
URL：http://www.city.yokohama.lg.jp/somu/org/kanri/newtyosya/

「受電」って何︖
敷地外の送電線を通じて、
電⼒会社から初めて建物内
に電気が送られてくること
です。

受電後の電気室にて

合図とともに特別⾼圧盤へ受電開始 ⾼圧盤①に電気が流れる

⾼圧盤②に電気が流れる 低圧盤に電気が流れ電気室の照明が点灯


